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人生を輝かせる山登りのススメ（第17回）

山に縁のある、オモシロ言葉
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山についてのさまざまな話題を紹介する「人生を輝かせる山登りのススメ」、第17回は、山に関連した面白い言葉をいくつか
紹介しましょう。

物見遊山

紅葉が進み、すっかり市街地まで下りてきました。この秋は美しい紅葉を楽しみに、物見遊山へ出掛けた方も多いのではな
いでしょうか？野山へ気分転換で遊びに出掛けることを「物見遊山」といいますが、もともとは仏教用語です。修行を終えた
僧がさらなる修行のために、他の山（寺）へ行くことを意味します。

例えば「比叡山延暦寺」、「高野山金剛峯寺」のように、寺院には○○寺という名称のほかに、山号という称号を持っていま
す。どうして寺院に山号があるのでしょうか。仏教は大陸から渡ってきた信仰ですが、それ以前にあった土着の信仰とも結
び付いたと考えられています。その１つとして、日本古来の山岳信仰も大きく影響したとも。

寺院は修行の場所としてふさわしい山の上に建てることが多く、寺名と山名（山号）の両方で呼ばれるようになったのですね
。ちなみに山号は、実際にある山の名前とは関連性がないこともあります。

胸突き八丁

さて、そんなお寺のお坊さんも走るといわれる師走が間近となり、これから何かと忙しい時期となります。担当している仕事
が納期を迎え、「胸突き八丁」に差し掛かる人もいるかもしれません。物事の正念場、がんばりどころの意味を持つ「胸突き
八丁」という言葉は、富士登山が由来だということをご存じですか。

登ったことのある人は、よく分かると思いますが、富士山は山頂に近づくほど傾斜が強まり、空気も薄くなって、登るのがキツ
くなります。特に八合目からが難所で、次の一歩を踏み出すのもつらいほど。山頂を目前にリタイアする人が多いのもこのた
めです。このように、山頂まであと八丁（一丁が約109ｍなので、八丁は約872ｍ）の登りが胸を突くように苦しいということから
きているのです。

そこで、山頂まで872ｍがどの辺りなのかを、国土地理院の電子国土WEBの地形図で計測してみたところ、八合目の上部、
「本八合目 胸突江戸屋（上江戸屋）」と「御来光館」の間でした。

「胸突き八丁」は、富士山の信仰登山が大流行した江戸時代には使われていた言葉と想像しますが、今も昔も、富士登山
の苦しさは変わりないのかもしれませんね。

かみさん… 続きを読む
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